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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサフィルムと光学フィルムとを貼り合わせる、フィルム貼り合わせ方法であって、
　該センサフィルムの少なくとも一方の面に、電極と、該電極に接続された引き回し配線
とが配置され、
　前記引き回し配線上に設定した２点の基準点を結んで構成されるセンサフィルムの基準
線を検出し、前記光学フィルム上に設定した光学フィルムの基準線を検出する、基準線検
出工程と、
　該センサフィルムと該光学フィルムとの位置合わせを行う、位置合わせ工程と、
　該センサフィルムと該光学フィルムとを貼り合わせる、貼り合わせ工程とを含み、
　該位置合わせ工程が、
　　該センサフィルムの基準線と該光学フィルムの基準線とのなす角度を調整すること、
および、
　　該センサフィルムの基準線と該光学フィルムの基準線との平面視距離を調整すること
を含む、
　フィルム貼り合わせ方法。
【請求項２】
　前記位置合わせ工程において、前記センサフィルムの基準線と前記光学フィルムの基準
線とのなす角度を調整した後、該センサフィルムの基準線と該光学フィルムの基準線との
なす角度が、－０．５°～０．５°である、請求項１に記載のフィルム貼り合わせ方法。
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【請求項３】
　前記位置合わせ工程において、前記センサフィルムの基準線と前記光学フィルムの基準
線とのなす角度を調整した後、該センサフィルムの基準線と該光学フィルムの基準線との
なす角度が、８９．５°～９０．５°である、請求項１に記載のフィルム貼り合わせ方法
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルム貼り合わせ方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置等の画像表示装置には、複数のフィルムを貼り合わせて構成された
部材が使用されている。例えば、電極と該電極に接続する引き回し配線とが形成されたセ
ンサフィルムと、光学フィルムとを積層して構成されたタッチパネル用センサが知られて
いる。これらフィルムの貼り合わせには、精度のよい位置合わせが必要とされる。フィル
ムを貼り合わせる際には、通常、フィルムの所定の箇所にアライメントマークを形成し、
該アライメントマークを検出して、フィルムの位置合わせを行う。例えば、上記タッチパ
ネル用センサを製造する際には、センサフィルムの視認部以外の部分（例えば、ベゼル部
分）に、アライメントマークが形成される。
【０００３】
　一方、近年、画像表示装置は、狭ベゼル化が求められている。上記のように、ベゼル部
分にアライメントマークを形成して複数のフィルムを貼り合わせる方法においては、アラ
イメントマークの形成が、狭ベゼル化を妨げる要因となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２４８２０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、その主たる目的は、画
像表示装置の狭ベゼル化に適したフィルムの貼り合わせ方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のフィルム貼り合わせ方法は、センサフィルムと光学フィルムとを貼り合わせる
、フィルム貼り合わせ方法であって、該センサフィルムの少なくとも一方の面に、電極と
、該電極に接続された引き回し配線とが配置され、該引き回し配線を基準にして、該光学
フィルムの位置合わせを行った後、該センサフィルムと該光学フィルムとを貼り合わせる
ことを含む。
　１つの実施形態においては、上記引き回し配線上に設定した２点の基準点を結んで構成
されるセンサフィルムの基準線を検出し、上記光学フィルム上に設定した光学フィルムの
基準線を検出する、基準線検出工程と、該センサフィルムと該光学フィルムとの位置合わ
せを行う、位置合わせ工程と、該センサフィルムと該光学フィルムとを貼り合わせる、貼
り合わせ工程とを含み、該位置合わせ工程が、該センサフィルムの基準線と該光学フィル
ムの基準線とのなす角度を調整すること、および、該センサフィルムの基準線と該光学フ
ィルムの基準線との平面視距離を調整することを含む。
　１つの実施形態においては、上記位置合わせ工程において、前記センサフィルムの基準
線と前記光学フィルムの基準線とのなす角度を調整した後、該センサフィルムの基準線と
該光学フィルムの基準線とのなす角度が、－０．５°～０．５°である。
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　１つの実施形態においては、上記位置合わせ工程において、前記センサフィルムの基準
線と前記光学フィルムの基準線とのなす角度を調整した後、該センサフィルムの基準線と
該光学フィルムの基準線とのなす角度が、８９．５°～９０．５°である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、引き回し配線が形成されたセンサフィルムと、光学フィルムとを貼り
合わせる際、該引き回し配線を基準にして、該光学フィルムの位置合わせを行うことによ
り、画像表示装置の狭ベゼル化に適したフィルムの貼り合わせ方法を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の１つの実施形態によるフィルム貼り合わせ方法に供されるセンサフィル
ムの一例を示す概略平面図である。
【図２】（ａ）は、センサフィルムに設定した基準点および基準線の一例を示す概略平面
図である。（ｂ）は、光学フィルムに設定した基準点および基準線の一例を示す概略平面
図である。
【図３】（ａ）～（ｃ）は、本発明の１つの実施形態によるフィルム貼り合わせ方法の位
置合わせ工程を説明する図である。
【図４】センサフィルムおよび光学フィルムに設定した基準線の一例を示す概略平面図で
ある。
【図５】センサフィルムおよび光学フィルムに設定した基準線の一例を示す概略平面図で
ある。
【図６】センサフィルムおよび光学フィルムに設定した基準線の一例を示す概略平面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明のフィルム貼り合わせ方法は、センサフィルムと光学フィルムとを貼り合わせる
方法である。
【００１０】
Ａ．センサフィルム
　図１は、本発明の１つの実施形態によるフィルム貼り合わせ方法に供されるセンサフィ
ルムの一例を示す概略平面図である。センサフィルム１００の少なくとも一方の面には、
電極１０と、電極１０に接続された引き回し配線２０とが配置されている。好ましくは、
電極１０および引き回し配線２０は、透明基材３０上に形成される。センサフィルム１０
０は、タッチパネルのタッチセンサとして好適に用いられる。タッチセンサに用いられる
センサフィルムは、通常、表示領域と非表示領域（具体的には、画像表示装置のベゼル部
分に対応する領域）とを有する。電極１０は、表示領域に対応する領域に配置される。し
たがって、電極１０は、透明であることが好ましい。例えば、電極１０は、パターン化し
て形成された透明導電層から構成される。引き回し配線２０は、センサフィルム１００の
周辺部に形成され得る。センサフィルム１００が、タッチパネルを備える画像表示装置に
用いられる場合、引き回し配線２０は、通常、非表示領域に対応する領域に配置される。
なお、図示していないが、透明基材と電極との間には、ハードコート層、光学調整アンダ
ーコート層、ブロッキング防止層等の機能層が設けられていてもよい。
【００１１】
　電極１０は、タッチパネルへの接触を感知するタッチセンサ電極として機能し得る。
【００１２】
　電極１０は、任意の適切な成膜方法（例えば、真空蒸着法、スパッタリング法、ＣＶＤ
法、イオンプレーティング法、スプレー法等）により、透明基材３０上に、金属酸化物膜
を成膜して形成され得る。好ましくは、金属酸化物膜は、エッチング法等によりパターン
化される。
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【００１３】
　上記金属酸化物としては、例えば、酸化インジウム、酸化スズ、酸化亜鉛、インジウム
－スズ複合酸化物、スズ－アンチモン複合酸化物、亜鉛－アルミニウム複合酸化物、イン
ジウム－亜鉛複合酸化物などが挙げられる。なかでも好ましくは、インジウム－スズ複合
酸化物（ＩＴＯ）である。
【００１４】
　また、電極１０のその他の例として、導電性フィラー（例えば、金属ナノワイヤ）を含
む透明導電層、導電性樹脂を含む透明導電層等が挙げられる。
【００１５】
　引き回し配線２０は、電極１０からの電気信号を制御部（図示せず）へ送る機能を有し
得る。通常、引き回し配線２０は、複数本配置される。
【００１６】
　引き回し配線２０を構成する材料としては、導電性を有する材料である限り、任意の適
切な材料が用いられ得る。例えば、銅、銅合金、導電性銀ペースト等が用いられる。
【００１７】
　１つの実施形態においては、透明基材３０は、タッチパネル基板部３１と接続部３２と
を含む。タッチパネル基板部３１上には、電極１０および引き回し配線２０が配置される
。接続部３２上には、引き回し配線２０の端部が配置される。タッチパネル基板部３１は
、任意の適切な形状であり得る。タッチパネル基板部３１は、例えば、図示例のように略
長方形形状である。また、接続部３２は、タッチパネル基板部３１の一辺から突出するよ
うに設けられる。なお、図示例では、タッチパネル基板部３１の短辺に、接続部３２が設
けられている。
【００１８】
　１つの実施形態においては、引き回し配線２０は、略長方形形状のタッチパネル基板部
３１のいずれかの辺と略平行に設けられる。より詳細には、引き回し配線２０は、図示例
のように、タッチパネル基板部３１の長辺と略平行な線分と、短辺に略平行な線分とで構
成され得る。
【００１９】
　上記透明基材３１を構成する材料は、任意の適切な材料が用いられ得る。具体的には、
例えば、フィルムやプラスチックス基材などの高分子基材が好ましく用いられる。透明基
材の平滑性および透明導電層形成用組成物に対する濡れ性に優れるからである。
【００２０】
　上記透明基材３０を構成する材料は、代表的には熱可塑性樹脂を主成分とする高分子フ
ィルムである。熱可塑性樹脂としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）
等のポリエステル系樹脂；ポリノルボルネン等のシクロオレフィン系樹脂；アクリル系樹
脂；ポリカーボネート樹脂；セルロース系樹脂等が挙げられる。上記熱可塑性樹脂は、単
独で、または２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００２１】
Ｂ．光学フィルム
　光学フィルムとしては、例えば、偏光板、位相差板、等方性フィルム等が挙げられる。
【００２２】
　上記光学フィルムは、単層であってもよく、多層であってもよい。１つの実施形態にお
いては、偏光子と、該偏光子の少なくとも一方の側に配置される保護フィルムとを含む偏
光板が、上記光学フィルムとして用いられる。また、偏光板と、別の光学フィルム（例え
ば、位相差板）とを含む多層光学フィルムを用いてもよい。好ましくは、上記光学フィル
ムは、任意の適切な粘着剤層を含む。上記偏光板においては、粘着剤層は、保護フィルム
の偏光子とは反対側に配置され得る。上記センサフィルムと、光学フィルムとは、粘着剤
層を介して貼り合わされ得る。光学フィルムが、センサフィルムに貼り合わされるまでの
間、粘着剤層の外側にセパレータを配置して、該粘着剤層を保護してもよい。
【００２３】
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　上記光学フィルムの大きさは、少なくとも、上記センサフィルムにおいて電極が形成さ
れた領域全体を覆うような大きさであることが好ましい。光学フィルムの形状は、任意の
適切な形状であり得る。好ましくは、光学フィルムは、略長方形形状である。
【００２４】
Ｃ．センサフィルムと光学フィルムとの貼り合わせ
　本発明の貼り合わせ方法は、センサフィルム上に配置された引き回し線を基準にして、
光学フィルムの位置合わせを行うことを含む。本発明の貼り合わせ方法によれば、フィル
ム上にアライメントマークを形成することなく、センサフィルムと光学フィルムとの貼り
合わせを行うことができる。アライメントマークを形成するための領域は、タッチセンサ
機能の観点からは不要な領域である。本発明においては、このような不要領域を排除する
ことができる。より具体的には、従来、アライメントマークは、非表示領域、すなわち、
画像表示装置のベゼル部分に対応する領域に形成されていたところ、本発明によれば、ア
ライメントマークが不要になるため、画像表示装置の狭ベゼル化が可能となる。以下、本
発明のフィルム貼り合わせ方法の代表例を説明する。
【００２５】
Ｃ－１．基準線検出工程
　まず、センサフィルムの基準線、および光学フィルムの基準線を検出する。基準線は、
例えば、フィルム上に２点以上（好ましくは３点以上）の基準点を設定してこれを検出し
、該基準点を結んで構成される線として検出される。
【００２６】
　好ましくは、センサフィルムおよび光学フィルムはそれぞれ、アライメント装置により
保持されて、上記検出の工程に供される。アライメント装置は、フィルムを保持し、かつ
、保持したフィルムをフィルムの面方向および垂直方向に移動させる機能を有する限り、
任意の適切な装置が用いられる。アライメント装置は、任意の適切な制御部を備え、基準
線検出工程後、後述の位置合わせ工程においてはセンサフィルムおよび／または光学フィ
ルムをフィルムの面方向に移動させ、後述の貼り合わせ工程においては、センサフィルム
および／または光学フィルムをフィルムの垂直方向に移動させる。
【００２７】
　図２（ａ）は、センサフィルムに設定した基準点および基準線の一例を示す概略平面図
である。センサフィルムの基準点１０１、１０２は、センサフィルム１００上に配置され
た引き回し線２０上に設定する。基準点１０１、１０２を結んで構成される線が基準線１
１０となる。好ましくは、基準線１１０と、センサフィルム１００の一辺とのなす角が、
－０．５°～０．５°（より好ましくは－０．３°～０．３°、さらに好ましくは０°）
または８９．５°～９０．５°（より好ましくは８９．７°～９０．３°、さらに好まし
くは９０°）となるように、基準点が設定される。１つの実施形態においては、図示例の
ように、引き回し線２０を構成する線分の両端をセンサフィルムの基準点１０１、１０２
とする。
【００２８】
　通常、引き回し配線２０は複数本配置されているが、基準点が設定される引き回し配線
２０は、いずれの引き回し配線２０であってもよい。好ましくは、センサフィルムの外周
側を外側として、最も外側にある引き回し配線２０上、または、最も内側にある引き回し
配線２０上に基準点が設定される。このような位置に設定された基準点は、検出が容易で
ある。
【００２９】
　センサフィルムの基準点２１、２２の検出は、代表的には、任意の適切なカメラを用い
て行われる。例えば、ＣＣＤカメラにて、センサフィルムを撮影し、得られた撮影画像か
ら、上記のように設定された基準点を検出する。
【００３０】
　図２（ｂ）は、光学フィルムに設定した基準点および基準線の一例を示す概略平面図で
ある。光学フィルム２００の基準点２０１、２０２としては、例えば、該光学フィルムを
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規定する外周における頂点が選択され得る。好ましくは、図示例のように、隣り合う頂点
が基準点２０１、２０２として設定される。この場合、光学フィルム２００の一辺が基準
線２１０となる。
【００３１】
　光学フィルムの基準点２０１、２０２の検出は、代表的には、任意の適切なカメラを用
いて行われる。例えば、ＣＣＤカメラにて、光学フィルムおよびその周辺を撮影し、得ら
れた撮影画像内のコントラスト差から、上記のように設定された基準点を検出する。
【００３２】
　光学フィルムが偏光板である場合、基準点の設定を行わず、偏光板が含む偏光子の吸収
軸または透過軸を基準線としてもよい。
【００３３】
Ｃ－２．位置合わせ工程
　図３は、本発明の１つの実施形態によるフィルム貼り合わせ方法の位置合わせ工程を説
明する図である。上記のように基準線を検出した後、図３（ａ）～（ｃ）に示すように、
センサフィルム１００と光学フィルム２００との位置合わせが行われる。１つの実施形態
において、該位置合わせは、一方のフィルムが他方のフィルムの上方に位置するように両
フィルムを近づけ、センサフィルム１００および光学フィルム２００の基準線の角度を調
整し、その後、基準線の距離を調整して、行われる。別の実施形態において、上記位置合
わせは、一方のフィルムが他方のフィルムの上方に位置するように両フィルムを近づけ、
センサフィルムおよび光学フィルムの基準線の距離を調整し、その後、基準線の角度を調
整して、行われる。好ましくは、生産効率の観点から、図示例のように、基準線の角度を
調整し、その後、基準線の距離を調整して、位置合わせが行われる。上記のような調整（
および後述のフィルム貼り合わせ）にともなうフィルムの移動は、該フィルムを保持した
アライメント装置により行われる。
【００３４】
（基準線角度調整）
　図３（ａ）および（ｂ）に示すように、センサフィルム１００の基準線１１０と、光学
フィルム２００の基準線２１０とがなす角度を調整する。以下、センサフィルム１００の
基準線１１０と、光学フィルム２００の基準線２１０とがなす角度を、単に角度Ａともい
う。また、調整前の角度Ａを初期角度Ａ１ともいい、調整後の角度Ａを角度Ａ２ともいう
。
【００３５】
　上記角度Ａの調整は、例えば、初期角度Ａ１を測定し、該初期角度Ａ１を基準に、角度
Ａが所望の角度Ａ２になるまで、センサフィルム１００および／または光学フィルム２０
０を面方向に回転させて、行われる。角度Ａは、例えば、センサフィルム１００の基準点
１０１、１０２および光学フィルム２００の基準点２０１、２０２を、撮像して同一面で
座標化し、センサフィルム１００の基準線１１０の方程式および光学フィルムの基準線２
１０の方程式から算出して測定される。
【００３６】
　１つの実施形態において、角度Ａ２は、好ましくは－０．５°～０．５°であり、より
好ましくは－０．３°～０．３°であり、さらに好ましくは、図３（ｂ）に示すように０
°である。別の実施形態においては、角度Ａ２は、好ましくは８９．５°～９０．５°で
あり、より好ましくは８９．７°～９０．３°であり、さらに好ましくは９０°である（
図４、図５）。
【００３７】
（基準線距離調整）
　次いで、図３（ｂ）および（ｃ）に示すように、センサフィルム１００と光学フィルム
２００とのズレを調整する。ズレの調整は、センサフィルム１００の基準線と光学フィル
ム２００の基準線との距離（平面視距離）を調整して行われる。
【００３８】
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　センサフィルム１００と光学フィルム２００との位置合わせは、例えば、センサフィル
ム１００の基準線１１０と、該基準線１１０とセンサフィルム１００の１つの基準点（図
示例では、基準点１０１）で直交する第２の基準線１２０を基準に行われる。より詳細に
は、基準線１１０方向をＸ方向とし、第２の基準線１２０方向をＹ方向として、Ｘ方向に
おけるセンサフィルム１００と光学フィルム２００との平面視距離Δｘ、および、Ｙ方向
におけるセンサフィルム１００と光学フィルム２００との平面視距離Δｙが、所望の距離
となるまで、センサフィルム１００および／または光学フィルム２００をＸ方向またはＹ
方向に移動させる。図示例では、「Ｘ方向におけるセンサフィルム１００と光学フィルム
２００との平面視距離Δｘ」は、センサフィルム１００の上記第２の基準線１２０と、光
学フィルム２００の基準線２１０と光学フィルム２００の１つの基準点（図示例では基準
点２０１）で直交する光学フィルム２００の第２の基準線２２０との平面視距離である。
また、「Ｙ方向におけるセンサフィルム１００と光学フィルム２００との平面視距離Δｙ
」は、センサフィルム１００の基準線１１０と、光学フィルム２００の基準線２１０との
平面視距離である。
【００３９】
Ｃ－３．貼り合わせ工程
　次いで、センサフィルムと光学フィルムとを貼り合わせる。例えば、光学フィルムとし
て、粘着剤層および該粘着剤層を保護するセパレータを含むフィルムを用いた場合、セパ
レータを剥離した後、センサフィルムと光学フィルムとを近づけることにより、これらの
フィルムを貼り合わせる。また、一方の端から他方の端へ向けて、貼り合わせロールで光
学フィルム２００を押圧しながら、センサフィルムと光学フィルムとを貼り合わせてもよ
い。
【００４０】
　図２～３では、センサフィルム（厳密にはタッチパネル基板部）および光学フィルムが
ともに長方形形状であり、センサフィルムおよび光学フィルムの長辺方向に、各フィルム
の基準線を設定し、該基準線が平行となるように調整する例を示したが、本発明はこの実
施形態に限定されない。以下、本発明の実施形態の代表例を示す。
【００４１】
Ａ１：センサフィルム１００の基準線１１０が、センサフィルム１００の長辺方向に設定
され、光学フィルム２００の基準線２１０が、光学フィルムの短辺方向に設定され、基準
線１１０と基準線２１０とのなす角度が、８９．５°～９０．５°（より好ましくは８９
．７°～９０．３°、さらに好ましくは９０°）に調整される（図４）。
【００４２】
Ｂ１：センサフィルム１００の基準線１１０が、センサフィルム１００の短辺方向に設定
され、光学フィルム２００の基準線２１０が、光学フィルムの長辺方向に設定され、基準
線１１０と基準線２１０とのなす角度が、８９．５°～９０．５°（より好ましくは８９
．７°～９０．３°、さらに好ましくは９０°）に調整される（図５）。
【００４３】
Ｂ２：センサフィルム１００の基準線１１０が、センサフィルム１００の短辺方向に設定
され、光学フィルム２００の基準線２１０が、光学フィルムの短辺方向に設定され、基準
線１１０と基準線２１０とのなす角度が、－０．５°～０．５°（より好ましくは－０．
３°～０．３°、さらに好ましくは０°）に調整される（図６）。
【符号の説明】
【００４４】
　１０　　　　　　電極
　２０　　　　　　引き回し配線
　３０　　　　　　透明基材
　１００　　　　　センサフィルム
　１０１、１０２　センサフィルムの基準点
　１１０、１２０　センサフィルムの基準線
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　２００　　　　　光学フィルム
　２０１、２０２　光学フィルムの基準点
　２１０、２２０　光学フィルムの基準線

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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